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〜
日
本
の
近
代
化
の
先
駆
け　
集
成
館
事
業
〜

祝
・
世
界
文
化
遺
産
登
録
！

喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た

ド
イ
ツ
と
鹿
児
島

　
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
に
お
い
て
、第
39
回
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、７
月
５
日（
日
）に
本

県
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
５
日（
日
）の
現
地
時
間
午
後
３
時
過
ぎ（
日

本
時
間　
同
日
午
後
10
時
過
ぎ
）に
、審
議
が
開
始

さ
れ
、政
府
代
表
団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
世
界

遺
産
登
録
推
進
協
議
会（
本
県
を
含
む
九
州・山
口

を
中
心
と
し
た
８
県
１１
市
で
構
成
）の
会
長
で
あ
る

伊
藤
知
事
を
は
じ
め
関
係
者
が
見
守
る
中
、現
地
時

間
午
後
３
時
37
分（
日
本
時
間　
午
後
10
時
37
分
）

に
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
関
係
者
ら
は
互
い
に
握
手
を
交
わ
す
な
ど
、喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
で
も
、登
録
決
定
の
瞬
間
を
見
届
け
る
た

め
、本
県
と
鹿
児
島
市
が
共
催
で
、世
界
遺
産
委
員

会
の
審
議
の
同
時
中
継
を
視
聴
す
る「
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
委
員
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」を
、

鹿
児
島
市
磯
地
区
に
あ
る「
名
勝 

仙
巌
園
」で
開
催

し
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
県
民
や
関
係
者
約
1
2
0
人
は「
世
界

文
化
遺
産
誕
生
」の
瞬
間
、歓
喜
に
湧
き
、拍
手
が
鳴

り
響
き
ま
し
た
。そ
の
後
、構
成
資
産
の
ひ
と
つ
で

あ
る「
旧
集
成
館
機
械
工
場（
現
在
の
尚
古
集
成
館

本
館
）」前
に
移
動
し
、来
場
者
全
員
で
く
す
玉
を

割
っ
て
登
録
決
定
を
祝
い
ま
し
た
。

祝・「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」

世
界
文
化
遺
産
登
録
決
定
！

　
「
鹿
児
島
か
ら
世
界
文
化
遺
産
を
―
」こ

の
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す
取
り
組

み
は
、平
成
17
年
に
鹿
児
島
県
が
実
施
し
た

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
か
ご
し
ま
宣
言
を
発
表
）

を
契
機
に
始
ま
り
ま
し
た
。

　
そ
れ
か
ら
約
10
年
に
及
ぶ
取
り
組
み
を

経
て
、去
る
７
月
５
日
、「
明
治
日
本
の
産
業

革
命
遺
産
」の
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
決
定

し
ま
し
た
！

　
今
回
は
、当
資
産
の
世
界
文
化
遺
産
と
し

て
の
価
値
を
再
確
認
す
る
と
と
も
に
、こ
れ

ら
の
資
産
を
守
り
、次
の
世
代
に
引
き
継
い

で
い
く
た
め
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介

し
ま
す
。 小特集
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「
若
手
会
」
で
は
「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」
の
P
R

活
動
等
を
行
っ
て
い
ま
す
！

　
私
達
は
、鹿
児
島
市
を
拠
点
に
大
学
生
を
中
心

と
し
た
約
30
名
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て
い
ま

す
。活
動
内
容
は
、県
内
構
成
資
産
周
辺
の
清
掃

活
動
に
加
え
、自
分
た
ち
と
同
年
代
の
若
い
世
代

を
中
心
に
多
く
の
方
に「
明
治
日
本
の
産
業
革
命

遺
産
」に
つ
い
て
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
、自
分
た
ち
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を
出
し
合
い
な
が

ら
イ
ベ
ン
ト
な
ど
を
企
画・運
営
し
て
い
ま
す
。

　
最
近
で
は
、７
月
15
日
〜
16
日
の
２
日
間
に
か

け
て
、照
国
神
社
の
六
月
灯
で
、舞
台
発
表
を

行
っ
た
こ
と
に
加
え
、自
分
た
ち
で
手
作
り
し
た

展
示
パ
ネ
ル
な
ど
を
使
っ
て
来
場
者
の
方
々
に

県
内
構
成
資
産
な
ど
に
つ
い
て
説
明
を
し
た
り
、

集
成
館
事
業
な
ど
の
説
明
を
交
え
な
が
ら
島
津

斉
彬
公
の
銅
像
の
レ
リ
ー
フ
に
つ
い
て
解
説
す

る
な
ど
の
P
R
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

次
世
代
へ
引
き
継
い
で
い
く

た
め
に

　
県
で
は
、世
界
文
化
遺
産
で
あ
る「
明
治
日
本

の
産
業
革
命
遺
産
」を
次
世
代
へ
引
き
継
い
で

い
く
た
め
に
、次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。

祝
・
世
界
文
化
遺
産
登
録
！

喜
び
を
分
か
ち
合
っ
た

ド
イ
ツ
と
鹿
児
島

　
ド
イ
ツ
の
ボ
ン
に
お
い
て
、第
39
回
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、７
月
５
日（
日
）に
本

県
が
世
界
文
化
遺
産
登
録
を
目
指
す「
明
治
日
本
の

産
業
革
命
遺
産
」の
審
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
７
月
５
日（
日
）の
現
地
時
間
午
後
３
時
過
ぎ（
日

本
時
間　
同
日
午
後
10
時
過
ぎ
）に
、審
議
が
開
始

さ
れ
、政
府
代
表
団
の
一
員
と
し
て
参
加
し
た
世
界

遺
産
登
録
推
進
協
議
会（
本
県
を
含
む
九
州・山
口

を
中
心
と
し
た
８
県
１１
市
で
構
成
）の
会
長
で
あ
る

伊
藤
知
事
を
は
じ
め
関
係
者
が
見
守
る
中
、現
地
時

間
午
後
３
時
37
分（
日
本
時
間　
午
後
10
時
37
分
）

に
世
界
文
化
遺
産
登
録
が
決
定
し
ま
し
た
。

　
関
係
者
ら
は
互
い
に
握
手
を
交
わ
す
な
ど
、喜
び

を
分
か
ち
合
い
ま
し
た
。

　
鹿
児
島
で
も
、登
録
決
定
の
瞬
間
を
見
届
け
る
た

め
、本
県
と
鹿
児
島
市
が
共
催
で
、世
界
遺
産
委
員

会
の
審
議
の
同
時
中
継
を
視
聴
す
る「
ユ
ネ
ス
コ
世

界
遺
産
委
員
会
パ
ブ
リ
ッ
ク
ビ
ュ
ー
イ
ン
グ
」を
、

鹿
児
島
市
磯
地
区
に
あ
る「
名
勝 

仙
巌
園
」で
開
催

し
ま
し
た
。

　
集
ま
っ
た
県
民
や
関
係
者
約
1
2
0
人
は「
世
界

文
化
遺
産
誕
生
」の
瞬
間
、歓
喜
に
湧
き
、拍
手
が
鳴

り
響
き
ま
し
た
。そ
の
後
、構
成
資
産
の
ひ
と
つ
で

あ
る「
旧
集
成
館
機
械
工
場（
現
在
の
尚
古
集
成
館

本
館
）」前
に
移
動
し
、来
場
者
全
員
で
く
す
玉
を

割
っ
て
登
録
決
定
を
祝
い
ま
し
た
。

①　
県
内
の
全
小
学
５
・
６
年
生
に
、
集
成
館

事
業
を
中
心
に
日
本
の
近
代
化
に
鹿
児
島
県

が
果
た
し
た
役
割
に
つ
い
て
わ
か
り
や
す
く

説
明
し
た
副
読
本「
か
ご
し
ま
タ
イ
ム
ト
ラ
ベ

ル
」を
配
布
し
、授
業
や
課
外
学
習
で
活
用

②　
小
・
中
学
生
を
対
象
に
、
水
車
づ
く
り
な

ど
の
体
験
を
通
じ
て
、
当
時
の
技
術
や
集
成

館
事
業
に
つ
い
て
楽
し
く
学
べ
る
ワ
ー
ク

シ
ョッ
プ
を
開
催

③　
テ
レ
ビ
番
組
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、集
成
館
事

業
や「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」を
紹
介

す
る
企
画
番
組
を
制
作

④　
県
内
各
地
で
「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」を
テ
ー
マ
に
し
た
講
演
会
な
ど
を
開
催

⑤　
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
や
県
内
の
観
光
事

業
者
な
ど
を
対
象
に
、
集
成
館
事
業
や
県
内

の
構
成
資
産
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺

産
」に
つ
い
て
の
研
修
会
や
実
地
研
修
な
ど
を

開
催

取り組み

1
取り組み

2
取り組み

3
取り組み

4
取り組み

5

　
展
示
ブ
ー
ス
に
は
外
国
の
方
も
含
む
多
く
の

来
場
者
が
足
を
と
め
て
く
だ
さ
り
、幅
広
い
年
代

へ
自
分
た
ち
で
説
明
を
行
う
こ
と
で
、説
明
す
る

際
に
工
夫
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
な
ど
の
課

題
も
わ
か
り
、私
達
若
手
会
メ
ン
バ
ー
に
と
っ
て

も
大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
、「
明
治
日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」の

P
R
活
動
を
通
じ
て
、も
っ
と
色
々
な
方
に
鹿
児

島
の
歴
史
や
魅
力
を
知
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、

メ
ン
バ
ー
み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
な
が
ら
活
動

し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

島津斉彬公のレリーフを解
説するスタッフ

若手会代表
中井 萌々子さん
なか い　  も　も　こ

手作りの展示パネルが
注目されてます！

子どもたちもクイズに参加し、大盛り上がり♪

【問い合わせ先】　県庁世界文化遺産課　☎099(286)2364
【かごしまタイムトラベル】【校外学習】【水車づくり体験】【講演会】


